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1文献紹介I
野村幸正著
臨床認知科学
一個人的知識を超えて一
（関西大学出版部・ 1999年2月21日発行 3,100円）
夜もふけ、街ゆく人も随分少なくなったが、
カルカッタの街の気温はいっこうに下がらない。
最悪の都市と呼ばれるにふさわしい街中を、私
は路上生活者を横目に見ながらハウラーステー
ションに向かって急いだ。インド的時間であろ
うか、夜行列車は大幅に遅れ、ベナレスに到着
したのは、結局翌日の昼下がりであった。その
日は新市街地にある某ホテルに宿泊し、翌早朝、
私は悠久のガンガーの流れに我が身を委ねたの
である。 1987年6月9日のことであり、くしく
もその日は私が独りで迎えた40歳の誕生日であ
った。
当時、私がインドに求めたものは情報処理理
論の限界を克服すべき「心についての深い思
索」であり、その手掛かりであった。インド滞
在中、私はプーナ大学で「インド哲学における
マインドの概念について」というテーマで研究
を進めながら、新しい認知研究のあり方を模索
していたのである。帰国後も、その模索は続き、
私は40代のすべてをそれに費やしたことになる。
しかし、未だに確固とした結論を得ているわけ
ではない。私の模索は今後も続くと思われるが、
この10年という歳月の重みを踏まえて、あえて
上梓したのが本書である。
本書は、まず、固有の場での個人的体験の内
実を自証し、その体験を自らの言葉で記述し、
さらにその記述の核なる部分を、私自身の専門
領域である認知心理学、認知科学の最先端の知
見を援用しながら論理的に裏づけ、あるいはそ
の普遍化をはかったものである。この場合、固
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有の場での体験、その内的な過程の自証と記述、
さらには専門である最先端の知見のいずれもが
私の表出である。私の表出、さらにはその知の
体系は、たとえば認知療法、認知臨床心理学と
いった認知研究の成果を臨床事例に適用するも
のではない。この知の体系は、・従来の認知心理
学・認知科学あるいは臨床心理学といった区分
を超越し、それらを不可分のものとして捉えた
ものである。そのため、その知は私の皮膚の限
界内に閉じ込められたものではなく、状況に埋
め込まれたものとしてある。それは「あいだ」
としての知である。本書を『臨床認知科学一個
人的知識を超えて一』としたのはこのためであ
る。 （「はじめに」より抜粋）
本書は、序章「何故に、いま、臨床認知科学
か」、第1章「臨床の場に身を委ねて」、第2章「融
合理論」、第3章「ひとの働きと不二体」第4章
「関係性」、第5章「表象主義を超えて」、第6章
「状況的認知論」、第7章「媒体と透明性」、第8
章「支援と制約」、第9章「心身の統合」、第10章
「知性的技能」、第11章「記憶としての身体」、第
12章「場と伝授」第13章「未知の構想」、第14章
「自己知」、第15章「意識に埋め込まれた身体」、
終章「さらなる展開にむけて」、からなる。本文
は縦書きで300頁強 (400字詰め750枚）で少し
長いが、序章、第 1章の後はいずれの章から読
んでいただいてもよいのではないか、と考えて
いる。ご批評頂ければ幸いである。
（野村幸正）
